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【研究背景】
介護負担感はADLと並ぶリハ的介入の重要な帰
結因子である。介護者のストレス・モデル(新
名、1991)では、被介護者の状態変化などの潜
在的ストレッサーを介護者がネガティブに評
価することで、心理的・身体的ストレス症状
が生じるとされる。回復期病棟退院後は発症
前と比べ心身機能の変化が大きく、退院後の
状態だけでなく、発症前からの変化も介護負
担感に影響する可能性がある。
【研究目的】
回復期病棟から自宅退院した患者の家族介護
者において、BPSDおよびADL介護状況につい
て、発症前から退院後の変化量と退院後の水
準のいずれが、退院後1週の介護負担感に対し
てより強く関連するかを明らかにすることを
目的とした。
【研究方法】
2023年6月～2024年10月に当院回復期病棟から
自宅退院した被介護者と主介護者150組を対象
に郵送による自己記入式質問紙調査を実施し
た(倫理承認済)。調査項目は①J-ZBI₋8、②
BPSD13Q合計点、③ADL介護状況(介護必要数0–
6点)、④背景因子(被介護者・介護者の属性な
ど)とした。①は発症前得点と退院後得点、②
③は発症前との差および退院後得点を算出し
た。
目的変数にJ-ZBI-8退院後得点(13点以上／未
満)を用い、多重ロジスティック回帰分析(ス
テップワイズ法)を実施した。説明変数は
BPSD13Q合計点とADL介護状況、それぞれの
「発症前との差」「退院後得点」の計4項目、
共変量としてJ-ZBI₋8発症前得点を強制投入し
た。有意水準は5%。
【結果】
回収率は40%(60組)で、欠損除外後の43組を解
析した。最終モデルにはJ-ZBI₋8発症前得点と
BPSD13Qの発症前との差が抽出された(J-ZBI₋8
発症前得点:OR=1.64、95%CI 1.27–2.45、
p=0.002、BPSD13Qの発症前と

の差:OR=1.33、95%CI 1.08–1.81、p=0.024)。
モデルの説明力は良好であった(R²=0.664)。
また、BPSD13Qの発症前との差の中央値は低負
担群0点、高負担群3点、J-ZBI₋8発症前得点は
低負担群0点、高負担群9点であった。
【考察】
退院後の介護負担感は、発症前の介護負担感
の高低問わず、BPSDの変化量が追加的に押し
上げる。BPSDの変化が大きいほど、介護者が
想定していた状態と実際との乖離が生じやす
く、介護負担感の増大につながる可能性があ
る。退院支援では、発症前の介護負担感を
ベースラインとして把握したうえで、BPSDの
「発症前との差」を踏まえた負担感の予測と
継続的な支援が重要である。
【結論】
退院直後の介護負担感は、発症前の介護負担
感の高低問わず、BPSDの変化量が追加的押し
上げる。退院支援では、これらの情報を早期
に把握し、退院後まで継続した支援につなげ
ることが重要である。
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